
科学技術リテラシー
の向上

2C3

社会問題を熟慮する
オープンな場が欲し
い(専門家と非専門

家) 
2C4

自ら考え行動でき
る個人の育成

2C1

アクターの多
様化と相対化

2C6

アクター NPO 専
門家･非専門家

2C7

社会のありようを議
論し､実現していくた
めのオープンな場が
必要である

2C8

地域の範囲に応じた
社会問題解決の仕組

みが欲しい
2C9

特に不確定な問題
2C5

市民の自意識を向
上させる仕組みが欲

しい
2C2

社会問題に対応する
為のプロセス―｢知｣

の活用
2C27

見えない知識を見える
ようにしたい

2C26

既存のデータベースを
高度活用したい(活用
しやすい形で欲しい) 

2C25

地域運営の科学技術
者の知識を活かした

い
2C24

誰にでも使えるデータ
ベース･機器が欲しい

2C23

身近な所に情報が集
まった場が欲しい

2C22

失敗事例のデータ
ベースを構築して欲し

い
2C21

地域の知的リソースを
活用したい（地域固有
の知/ローカルナレッ

ジ) 
2C20

非言語知(地域知)・
「専門的｣知を蓄積す
る為のデータベース

2C19

多様な社会に適合で
きる専門家を育成する
必要がある（統合領

域）
2C18

社会の諸問題を適切
に扱う専門家の育成と
集団が必要だ

2C17

地域↑

国
↓国家間
2C14

東アジア社会システム
圏

2C15

時間･空間にかかわら
ず､手軽にコミュニ
ケーションできる環境

が欲しい
2C13

国家等戦略の需要側
からの作成･フィード
バックの仕組み

2C12

パートナーシップで課
題に取組む必要があ

る
2C10 

地域･国家･国際戦略
が必要である(見直し
機能付き。指針にな

る) 
2C11

柔軟な行政サービス
を受けたい

2C37

使いやすく必要な
ロボットが欲しい

2C36

倫理･文化的側面
2C35

統合的な(国･地域･国
家間)社会目標の設定
と評価の仕組みが必

要
2C34

受益と負担を明確に
すべきである

2C33

監査システム
2C32

市民が個別に政策を
評価する仕組みが欲

しい
2C31

社会を統合的に評価
する仕組みが必要で

ある
2C30

知識のエッセンスを分
かりやすく表現して欲
しい(人･技術等) 

2C29

合意形成のための情
報交流技術(ロボット･

AI等) 
2C28

組織規模を最適化し
たい
2C16

２．社会／地域／組織の運営を支援する
・社会･地域･組織の目標設定や問題発見･解決を合理的に進めたい
･社会や組織の意思決定の内容や手続き、調整過程を合理的にしたい
･社会の問題解決に関わる知的な専門家を養成･確保･活用したい

２－０．社会の問題解決や意思決定の支援


